
レジメン名：Mogamulizumab 療法   
 
【適応癌腫】 再発・難治性 ATL 

【1 コースの期間】 7 日  【最大コース数】 8 

【催吐性リスク】 軽度   

 

 

 

【備考】 

 Infusion reaction 予防のため、抗ヒスタミン薬、副腎皮質ステロイド剤、解熱鎮痛剤の前投与を行うこと。 

皮膚症状の出現があり。中毒性表皮壊死融解症や皮膚粘膜眼症候群の出現報告も有ることから、症状出現時の観 

察は必要。 

 


